
oak 港南品川

PCa造の外殻構造により「無柱の執務室」と「空調負荷を低減する外装デザイン」を実現

省エネのための取り組み

・明るさと眺望を確保し、日射による負荷を低減する間口部の計画
・外装を兼ねた構造躯体による直達日射の低減と高い断熱性の確保
・照明、空調に高効率機器を採用
・明るさセンサ・人感センサによる照明制御
・全熱交換器の採用および外気量の適正化による空調機器の容量低減
・全熱交換器のCO2センサによる外気導入量の制御
・太陽光発電設備の設置

彫りの深いフレーム形状のガラスファサードにより、直達日射量を制御し、熱負荷を大幅に低減
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ZEBランク： ZEB Ready


